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匡= HITAC S一別0 アレイプロセッサシステム

エレクトロニクス革命の流れは,細々としたi横丁充が,今や勢小のある瑛

子克と変わり,更に奔流の様-f一を呈しつつある｡そして,21世紀の高度情報

化社会の大iロJに流れ乍ることは,最早疑う余地もない｡

El_立製作所は,二のエレクトロニクス革命の中心である高一性能･高集積

度半導体技術と,紋所のコンヒュータ技術の開発に日夜努力を重ね,寛ご

ろ世丁界最大･殻高速寺及のス【ノヾ-コンヒュータHITAC S-810を開発Lた｡

これら最先端の技術は,当然人形･中′ト形汎用コンヒュ一夕や周辺･端末

機器′＼とテクノロゾートランスファか行なわれ,M-220Hに見られるような

′ト形･高性能機や高速大容量ディ スク装置､吏に,ユーザーニーズにマ･ソ

ナする新しい開発思想に基づく端末機へと′受け継がれている｡

エレクトロニクス革命の奔流は,ひとリノ､【ドゥェアだけでなく ソフト

ウェアやシステム全体にも新しい開発思想の変革を要求しているといえよ

う｡二のユーザーニーズの本質は,企業内エントユーザーが,肖らの情報

システムの開発･道営に積極拍勺に参加することである｡必然的に二Mズの

多様化･個件化が起こるが,これに対処することにより情報システムの真

の定着化と有効化がイ足進されることである｡情報処理の個′1ゾl三化は一方では

文書処理･伝達のような非計数処理のOA機能の追求と,もう一方では管

王里者層の情報活用が一段と促進されることになろう｡日立製作所では,こ

のようなニーズを先取りして意思決定ソフトウェア"EXCEED''を開発し

た｡Lかし,ユーザーニーズの多様化･個ノ性化は分散開発･処理の傾向を

一段と肋良することになり,システムの効率性,信頼性･安全性,データ
整合性に毒大な影響を及ぼすものとなる｡当然各々が独立した単能機の高

機能:化にとどまらず,中央との関連を維持した上での個性化が求められ,

ネットワーク概念が今まで以上に一層追求されよう｡中央装置のネットワ

ーク立‡麦やOA支援機能が一段と強化される一方,中央との連携とスタン
ドアロンとしての使い勝手の良さ及び自由度を十二分に発揮で▲きるような

新しい概念の端末が求められるものと考えられる｡PT-1やT-560/20シリ

ーズは,いち早くこれらのニーズを実現したものといえよう｡

コンピュータの適用分野でも,これまでの不斗学技術計算や事務処理分野

にとどまらず,OAやFA更にはCAD/CAMなどエンジニアリングの分野で,

大きな展開と飛躍がまさに始まろうとしている｡全日立の力を結集して,目

下CAD/CAMに対する基本ソフトウェア"GRADAS''を開発中であり,

既にその一部をリリースしているが,今後更に拡充を図るべき重要項目で

ある｡

制御用計算機の分野でも全く同じことがいえよう｡すなわち,高度の技

術進歩を果敢に取り入れて,HIDIC V90シリーズのライン7ソ7-を完了す

るとともに,ショップコンヒュータに見られるような分散化ニーズにこた

えると同時に,それらの統合性,効率惟を追求して,V90シリーズのマル

チコンビュ】タシステムやネットワークシステムを開発した｡

日立製作所はコンピュータメーカーと同時に,ユーザーとしての経験と

技術を結集して,今後とも研究開発に積極的に取り組み,ユーザーニース

にこたえ,社会の進歩に貢献したいと巧▲えている｡
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スーノヾ-コンピュータHITAC

S-810の開発

近年,和学技術の多くの分野で,稜

雉かつ大悦暇な計算か必要になってき

ている｡〕例えば,気象予報や構造計算,

分‾r-科学,J京子力,核融合,航空工学,

半導体のLロ1路解析など多くの分野で,

実施困難な実験,費用や時間のかかる

実験などを,コンピュータのF中でシミ

ュレーーションにより行なうニーズか高
まっている｡

HITAC S-810(以下,S-810と略す｡)

アレイプロセソサンステム(国1)は,

こグ)ような高速計算を必要とする分野

に,特に適合するように開発した世界･

殻高速のスーパーコンピュータである｡

プロセッサの二主な特良としては歩この

ものかある｡

(1)複数個の演算器がそれぞれ並行し

て動作することが可能な,並列パイプラ

イン演算処理‾方式による超高速ベクト

ル処手堅｡

(2)高速スカラ処理｡

(3)550ゲーート0.35ns及び1,500ゲ”

ト0.45nsの高速論理LSIと,高速バイ

ポ【ラRAMの採用による高速実装技

術｡

(4)半導体を使用した高速拡張記憶装

置の開発による,大規校計算向きの新

しい記憶階層構成｡

プロセリサの構成を図2に,主な仕
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図2 HITAC S-810アレイプロセッサ構成図

表I HITAC S-810アレイプロセッサの主な仕様

DOlOl=1,N

IF(X=,+),EO.0)THEN
Y=.+)=O
EJSE

Y(l,+)=+OG(×(=))*Z(l.+)
ENDIF

lO CONTINUE

自 動

ベクトル化

ベクトル命令列

ー■■∴

′I■■
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図3 自動ベクトル化

図4 川TAC M-220Hシステム

処理装置 モデル HlTACS-810/10 HITACS-810/20

●演算処理装置

ベクトル命令数 80 83

レジスタ

Z56語×32ベクトルレジスタ 256語×16

ベクトルマスクレジスタ 256語X8 256語×8

スカラレジスタ 16 32

ベクトルアドレスレジスタ 48 48

ベクトル処理用タイマ機構 あり あり

バッファ記憶 64k/ヾイト 256k′ヾイト

●主記憶装置

容量 16一-128M′ヾイト 32～256Mノヾイト

エラーチェック Ilビットエラー訂正
lビットエラー言丁正

2ビットエラー検出 2ビットエラー検出

●拡張記憶装置 l

容量 128‾-引2Mバイト 128～l′024Mバイト

エラーチェック l 2ビットエラ】言丁正 2ビットエラー訂正
最大転送速度 500Mバイト/秒 500Mバイト/秒,l′000Mバイト/秒

●入出力処理装置 l
チャネル数

最大転送速度

チャネル種菓巨

●最大性能

8,16,24,32

96Mノヾイ

BLMPX,

8,16,24,32

≡造出還芸
315MFLOPS

//秒
BYMPX

630MFLOPS

注:略語説明 MFLOPS(Ml川0rlF芦oat】ng OF)erat=つJIS Per Seco11d)

様を表1にホす(､

また､S-810(7)高速作能を拉大限に

リlき出し,効果｢t勺に逆用するため二人グ)

ソフトrフェアを開ヲ邑した:つ

(1)S-810(7)高適作と†几梓川三を仙_よさ

せた制御7､ログラムVOS3/HAP

(2)ソースフログラムの巾かご⊃ベクト

ル処王即ヒが‾叶能な部分を自動的にべク

トル命令化するFORTRANコンパイラ

FORT77/HAP(⊃

(3)プログラム開発時にS-810叫ヰ能を

リlき川すためのチューンアップ情報を出

ノJする〈こクトル化アナライザVECTIZER

(4)S､飢0専用の行列演算サブル】チ

ンパリケージMATRIX/HAP｡

スーパーコンピュータサポート

ソフトウェアの開発

HITAC S-810アレイフ■‾■ロセッサンス

テムをサボM卜するソフトウエアとし

て,二大のプログラムを偶発した｡

(1)アレイ〉プロセッサ制御ブ■ログラム

VOS3/HAP削-

(2)高性能FORTRANコンパイラ

FORT77/HAP

(3)チエ【ンアップ支援ツーール

VECTIZER

(4)行列演算サブルーチンライブラリ

MATRIX/HAP

FORT77/HAPでは,M-280HIAP崇2〉

などのコンパイラで培一-ノてきた技術を

更に発展させて,非備に高度な自動ベ

クトル化(図3)機能を実現した｡これ

により恍畔のFORTRAN言語で汚かjL

たプログラムでアレイプロセッサの高

速性能を引き上土1すことができる｡

HITAC M-220H処理装置の開発

HITAC M-220Hシステムは,新しし､

概念に.上るア【キテクチャを取り人ゴし

多様化するコン ヒュ一夕アプリケーシ

ョンに対処できるように開発Lた汎川

コンヒュー1タンステムである｡

HITAC M 220H処坪装iこ一-1:は,このシ

ステムの中核であり,以卜の主管な粘

土壬をもつ(図4)｡

/1)最新テクノロジ【と,二れに過合する

論理ノブJ(の使用により,i宍i越デーーータ処押,

小形化,省エネルギ〉--イヒを徹席Lた｡

(2)VSE(VirtualStorage Extended)

モードの採川など,従来のMシリーズ

アーキテクチャを拡張した｡

(3)各椎入出ノJ制御機構を内戚Lてお

り,省スペ【スのコン′ヾクトシステム

を構成できる｡

栄1)vos3/HAP(Virtual-StOrage

Operating System3

/High Speed Array

Processing)

紫2)IAP(Integrated Array Processor)
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●データ処理と文書,図形/
グラフ処理との融合

●OAを指向した新分野への
適応

OA化の中核システム

としての

機能強化

使いやすさの

向上

●エンドユーザー向けの機能

●システム運用/管理の自動
化,省力化

●プログラム開発機能

図5 VOSl/ESの特長

VOSl/ES

の

特長

●DDX満との接続

●集中管理/集中制御
(分散横)
●複数システムネットワーク
(HNAマルチホストネットワーク)

多様化する

ネットワーク/

分散処理への

対応

システムの

柔軟性,拡張性

の強化

●ジョブ多重度増大

●ワンレベルアドレッシング

(4)各純【1垂わ逆転機能により,システ

ム逆鞘グ)人帖な省力化と棟作件の｢rり上

を･実現したて_,

HITAC Mシリーズソフトウェア

``vosl/ES”の開発

VOSl/ES(Virtualstorage Oper-

ating Systeml/Extended System)は,

Mシリーズソフトウェアの中規位オペ

レーーティ ングシステムという位二置づけ

で,従来のVOSl系オへレーティ ング

システムかJ〕の連続件を保持し,多様

化する業務に対一打できるように開発し

たもグ‾)である｡

VOSl/ESは,｢オフィ スオートノーー

ション化への対ん仁+,｢多様化する分散,

ネ･ソト｢7一ク処理への対応+,｢使いや

すさのIrり上+,｢システムの柔軟件,拡脹

件の強化+ち.･どを重点に機能強化をl窒】

/ノている(図5)｡また,パソナ処理,

DB′/DC処理,ネットワーク/分子牧処雌,

刈▲前処理など各椎の処理形態で大きな

能力を子邑挿することかできる(j

VMS対話形制御サブシステム

"VMS/lCS”の開発

VMS/ICS(Interactive ControISub-

system)は,図6に示すように技術計算

を_i三業務とする中規模計算機下で効率

の良い対話制御を行なうサブシステム

であり,VMCP(VirtualMachine Con-

troIProgram)が制御するVM(佃想計

算機)で動作する｡仮想計算機は互い
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コンソール

装 置

T-560/20

T-560/20

HT-5212/5214
5215

端 末

仮想計算機制御プログラムVMCP

VOS3

･バッチ･DB/DC･ネットワーク

VM

VM

VMS/lCS問題解決

･CGDM･APL/FルE

VMSハCS編集/清書
HQED･XED･RUNCFF

DEDIT･DRUNOFF

VM

VMS/lCSプログラム作成

･OFORT77･CGFORT

･PASCAL･BASIC･AP+

VM

VMSハCS

実計算機

匡】6 VMS/工CSのイ重用形態

に独_＼ンニLて実行されるため,ICS端末

ユーザーは他のユーザーに主菜壬響されな

いパーー･ソナルユースグ〕仮想の計算機シ

ステムをもつことかできる｡

また,VMS/ICSではICS閃の計算

機資i牧グ)統†ナチ稚か簡略化され,かつ

佃忠子ィ スクをイ射IJLたICSヤ用のフ

7)イル構造によるフ7イルアクセス処

J理か簡略化されており,ICSユーザー

は応紆件能の良い対.講機能を位相する

ことかできる｡

ネットワークジョブエントリ"NJE”

機台巨の開発

NJE(NetworkJob Entry)は,VOS3

向l二を適イ言回線で接続したネットワ=

クシステムで,′ヾソナジョブグ)相克二転

入力ジョブ

/′ノENTJOB

/*XEO N3

ノ*ROUTE P剛NT

N4Rl

㊥㈹

NJE(+SS3)

入力システム

VOS3㊦
NJE(+SS3)

(
+
S
S
4
)

N
J
E

注:略語説明

+SS3(+ob Spooling Subsystem3)
+SS4(+ob Spooling Subsystem4)

区17 NJEの概要

vos3㊥
実行システム

OSディスク

仮想

ディスク

仮想

ディスク

仮想

ディスク

注:略語説明

OSディスク

VM〔virtualMachine(仮想計算機)〕

送及び出力結果の和布転送を管理する

ためのプログラムである｡NJEを利用

することによ′ンて,ネ､ソトワーク内の

すべてのユーザーは,臼分の位置する

システム内と同様の手軽さでネットワ

ーク｢勺の他のシステム上でジョブを実

行させ,その結果を･受け取ることが可

能となる｡

NJEの特技は二大のとおりである｡

(1)ネ
ノトワー,ク内の他システム上で

のショブグつ実行

(2)ネット｢7-一ク内の他システムから

の実行結｢果の人手

(3)ネットワ【ク内の他システム上の

ノヨブの才栄作

図7にNJE使用時のジョブの†充れの

例を′JこすL_,

vos3㊥
NJE(+SS4)

---◆:ジ]プの流れを示す｡

-:接続されたシステムを示す｡

◎:システム析
出カシステム

(
1
S
S
3
)

N
J
E

㊥は
∨

Rl

リモートパッ

チ端末

フヨジカ出



HNAホスト

(Mシリーズ)

ECS/
VTAM

(VOS3)

NCP/

X25

論理的多重化

/
L/Mシリーズ

川COP/

PSS

HNA

サブホスト

入出力装置

ホストコンピュータ

VOS3

JSS3/′′JSS4

DB/DC

HIFけ/HNA

V
T
A
M
/
N
C
P

回線

セション

端末コンピュータ

VOSO/VOSl-S/

VOSl/VOSl/ES

CUTE

H】F什′HNA

注:略語説明

RESP/HNA(Remote8atch Station Program/HNA)

CUTE(Customer'sTerminalEquipment Support Program)

HIFIT/HNA(High Leveけj】e Tra【Smission Program′′HNA)

川COP(HitaohiNetworkArchjtectureSubhost Commun【Cation Program)

+SS3/+SS4(+ob Spoolj咽Subsyslem3.′′+ob Spoo】ingSubsyst帥4)

DB/DC(Data Base/Data Communicat旧∩)

VTAM(VirtualTe始communicationsAocess Method)

NCP(Netv化rk ControIProgram)

図8 HNAネットワーク下における他アプリケーションプログラム

との回線共用

HNAネットワーク用リモート

ノヾッチ端末処理フ戸口グラム

"RESP/HNA”の開発

HNA(HitachiNetwork Architecture)

端境でホストコンヒュ一夕と接続L,

ホストコン ヒュ一夕にバッチショブグ)

実行を二委託L,結果を′妾イi言できるプロ

グラム`､RESP/HNA''("Remote Batch

Station Program､ソHNA)を開発Lた‥

RESP/HNAの牛与良はりくグーとおりであ

る｡

(1)1本の通信[可視を他のアプリケー

ションフしログラムと共用できる(図8)｡

(2)デーータを圧縮して送仁するため,

伝送効-やか良し､｡

(3)ジョブの送′受信が同時にできる｡

(4)スプーリング機能を利用Lたジョ

ブの入出力ができる｡

HNAによるDDXパケット交換

ネットワーク

HNAネ､ソトワ【クでDDX′＼ケツト

交授をサボ】トLた｡パケット交枚網

との接続構成及びサボMト製品を図9

に示す｡本サポートは次に述べる特長

をもっている｡

(1)パケット交授舶とホストとの｢別♂つ

通●信回線が論稚的に多貢化できるため､

1本の通信回線で校数の彦Jム;末と1i抑字に

通信でき,ホスト側設備の節約となる｡

(2)DDXパケット交換網の使用料余は

送′受信するパケット量で算出されるた

め,特定通信回線や公衆通信回線より

ECS/
VTAM

(〉OSりES)

注:略語説明

NCP/

×25

DDXパケット交換網

TACF

T-560/20

丁一5gO/15〕HNAパケット端末

ECS/VTAM(拡張仮想通信アクセス法)
NCP/25(通信網制御プログラムノ′X25パケット交換インタフェース)

HICOP/PSS(HNAサブホスト通信プログラム/パケット交換サポート機能)

TACF(通信アクセス制御機能)

匡】9 DDXパケット交換網との接続構成
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嶽
H
召
淋

手計算

′

′
′
′

′

/
/
/
′

′

// spACNET-COST

50

もコスト化もi域が凶れる⊂､

(3)DDXハケソト交挽舶との掘油ヒだけ

でなく,私設のパケット交換網(HIPA-

NET,統でナ光ル【ブなど)とも接続で

きるしつ

通信ネットワークシステムの計画･

･性台巨支援ツーノレ"SPACNET”

オンラインシステムの大規似化,分

散化に対処して,その拉過設計すなわち

作能肥柁とコスト評価を谷現に行なえ

る旭イ了_iネットワークシステム計沖トノlざl三

能設言｢‾よ拭フ㌧ログラム､`spACNET”

(Systems Planning&Designing Aid

for Communicati()n NetlVOI･ks)を開発

し,使用中である｡ヰニプログラムは二人

の2サブシステムから成る｡

(1)PERFORMANCE:HNA(R立ネ

ットワークアー▲-キテクチ1-7)に従った

複数ホスト構成での応答帖間,単位時

間当たりの電‾丈転送量,過信削御処理

装置やホストコンピュータのCPU及び

バツフ1フ佐相去呈二を把捉し,惟能面の最

適設計をHNAシステムの詳細な帖施主に

より支揺する｡

(2)COST:/ヾケソト舶を含む各稚細構

成の通信機器及び血税の費用を計辞す

100 200 300 400 図10

ノード数 SPACNET-CO

STのイ吏用効果

る(､如に､構成を変えて宮守川を仲話十_托

することにより‾,コスト址小化設計を

行なうことを女揺する(図川)lつ

総合光ループ伝送システムH-8644

ループネットワークの開発

テ■一夕才㌔～.主末の普ノ女に伴しし･i工業巾梢1勺

のデー｢タ過イう_さも松雄化L,怖内テ㌧一夕

旭仁さにもネット｢7-クの概念が必要に

なりつつある.〕H-8644はこれノノのニー

ズに応じる村引勺ネ･ソトワーークで,匡111

の構成であり,端末･ホストを+竜純す

るFSNは克之大1257乙i､うヒルーーーフはノー

ド(FSN,LSN)H朋主人2km,f∠二道油性

32Mビ､ノト/秒である｡ノ

従来のlこ字朋山根接続に川1え,ハケリ

ト(DDX不‖当),Ⅰ/0インタフェース(CT

CA:Channelto ChannelAdapterf11当)

を純子ナL一つのネ､ソトワークとLて抑

機了氾の活用,従来システムかごJの柁イJ■▲

を谷妨にしている｡本ルーープネット｢ノ7

-クは24時間逆転を考‾えた.講樅古巨をも

ち,(1三席管理システム,ラボラトリオ

ートメーーション,オフ ィ スオ■一トノーー

ションなどに過合するものである｡
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従 来 法 AGENT技法

32Mピット/秒光ファイバケーブル ディスプレイ

(二誓芸霊)

′-■■■■`-■‾`‾‾

‡ LSN

し___

‾‾‾‾ヽ

(保守監視)

H-8644ループネットワーク

注:略語説明

しSN(し00PServ.iceNode)
FSN(Field Se川Ce Node)

FSN

コンビュ‾タ(幣禦禦装置)
端末装置

図II H-8644ループネットワーク構成

図】2 DK引2形ディスク馬区動装置の外観

総言己憶容量170Mバイト 8in

ディスク駆こ動装置の開発

オフィ スコンヒュータ, ミニコンヒ

ュータシステムのチークフ7イルの大

谷宗二化妓ひ装i芭の′ト形化グ)要求にこた

えるため,DK812彬ディ スク駆動装荷

(図12)を開発L7二{〕主な朽士主は山‾卜の

とおりである｡

(1)高件能磁気ディスク,へ､ソトの探

斥=二よるど､ソト皆さ度,トラック密度の

向_卜及び部品グ)小形化により,8inフ

ロッヒM装置胡そみの小汗壬サイズで,総

記惜春量170Mバイトの人谷量を実現

した｡平#Jアクセスタイムは25msであ

る｡

(2)インタフェーーースは,従来のDK801/

DK811と共通のタイプと,SMD‾方式の

完全互換仕様のものか用意されている｡

日本電信電話公社向け′ト形高密

度磁気ディスク装置の開発

装i琶当たり♂〕記憶容量最人3.2Gバイ

トの大谷量磁気ディスク装置を,日本

電イ吉電話公社武蔵野電気通信研究所の

指導により開発した(図柑,表2)｡

HDA(ヘッドディスクアセンブリ)に
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.__.__ノ

島

経験や勘 ｢テスト項目

拾い出し

機能仕様

○
良
川

｢
様析仕能横解

AGENT

システム

テスト項目

図14 AGENT技法の概要

図】3 3.2G/ヾイト磁気ディスク

装置

は血栓8inc7)磁気ナイ スクを用い､記

細密J空を人帖に高･めて小形ながん▲J大石

量化をう童成Lた.｡HDAはl;ガ塵寓閉構造

であり,〈ミ/し 卜などの左プ別交根部品が

ないため,高し､仁柑ノlでとと無保1:化が得

られる｡

ソフトウェア楼台巨テストのための

テスト項目作成技法の開発

j生年,ソフトウ_1アグ)什全的毛蟹僅

か増大L,そのriJ.門r叫卜が圭すます必要

とされている｡二のような作去をか⊥I〕,機

能テストを系統｢小二了1二なうためグ)托は

と,その支摺システムAGENT(Automat-

ed Generation System of Test-CaSeS)

表2 磁気ディスク装置の主な仕様

項 目 仕 様

記 憶 容 量

3.2Gバイト(最大)装置 当 た り

HDA当 た り 400Mバイト

装置当たりHDA実装数 8(最大)

平均シーク時間 18ms

平均匝]転待ち時間 10ms

デー タ 転送速度 1.344Mノヾイト/秒

式 化

･仕
様

形

横 能

テスト項目

作 成

テスト項目

機能図式

C

S2

仇

&

C2

係

明

関

瞞
瀾
潮
雑

‥

S

C

T

注

Cll

C12空室§…
巨亘三重亘‡亘司
状態 条件

テストケース

1 2 1

So C8 Yes

S】
Cl Yes :/
C2 No

＼

S2 C3 Yes

S3 C4 Yes

〔例〕テストケース1

状態SoからSlへ,次にSlから
条件ClでS2へ,更にS3 に

遷移する テスト ケース

を開発Lた｡

AGENT十立法では,匡114にホすよう

に,圭ず,【∴1然語で記述された機能仕

様を,状態遷相と論玉里関係(決定表

又はJ射人は才子米グラフ)を用いた形式的

なi吉山去である機能図式に変換する｡ニ欠

に,AGENTシステムによって機能映l

式かごっ必要かつt･分なテスト耳i目を自

動的に作成する｡AGENT技法の利用

によって,経験や勘に柑っていた従来

法と比較し,(1)未発見不良の低減,(2)

テスト項H数の減少,(3)個人差による

ばらつきの減少,などの改善を図るこ

とができる｡

端末機器

′く-ソナノレターミナノレ"HT-5108

(PT-り”の開発

パーソナルターミナルHT-5108(PT-

1)は,インチリンェント端末及びパー

ソナルコンヒュ一夕の二つの機能を併

せもつことにより,企業内第一線部F-Lj

で,従来のEDP処理のほか,部門独白

の不定形業務に対しても使用できるこ

とを目的として開発した｡

図15にPT--1の外観を,表3にPT･･一

1の仕様を示すとともに,以下に主な

特壬主について述べる｡

(1)フロッピーディスクをかけ替える

ことにより,インテリジェント端末用

OS(BTOS井1))とパ【ソナルコンビュ

【タ用OS(MS-DOS群2))の搭載を可能

とし,インテリジェント端末機能とパ



】l書一†

済

′叫■軍㌔柑
図I5 パーソナルターミナル"HT-5108(PT-げ'

の外観

図16 文書処理機能付H=‾AC

T-560/20ビデ■オデータシステム

ーソナルコンピュータ機能の用途の異

なる機能を1f=二集約Lている｡

(2)制御回路のLSI化,実装の高密度

化により,ディスプレイ,フロソヒー一

千ィスク2千丁又はフロ､ソヒーーディスク

1子iとミニディスク1≠†を卓_卜形筐体

に収容している｡更に,本体下郎に設

置できる一一休形プリンタを用意してお

り,事務所クー省スペース化が図れる｡

(3)言語ブロセ､ソサとして,ホストシ

ステム側でプログラムの一一手利鞘発,管

理ができるホスト形COBOL,別件ほr;

門でプログラム開発ができるデータエ

ントリ用簡易言語DER※3,利鞘者固有

のプログラムが組める拡張BASICを用

意し,利用日的に応じて選択できる一｡

(4)各椎仕送制御フリロトコル(L-320/

60互換,H-17407上根,T-560/20エミュ

レーション)により,ホストシステム

及び端末装置と高.汀.質の伝送か可能で

ある｡

文書処理機能付HITAC T-560/

20ビデオデータシステムの開発

従来のT-560/20タイプⅠⅠⅠのオンライ

ン漢字入出力機台巨に加え,端末側で仮

名洪字変換人力や,文書編集校正(ワ

ードプロセシング)が可能な文書処理

洪1)BTOS(Busil】eSS Terminal

Operating System)

※2)MS-DOS〔Micro Soft-Disk Operating

System〔マイクロソフト社の登宴長商標)〕

※3)DER(Data Entry Record Format

Descriptor)

モ_ll鮒

表3 パーソナルターミナル"HT-5108(PT-げ'の仕様

図17 画像入力十寸OCRの外観

項 目 内 容

ディスプレイ

素 子 JZinモノクロームCRT又はカラーCRT

文 字 / 画 面 英･数･仮名l,920字,言葉字960字

フ ォ ン ト 英･数･イ反名7×13ドット,漢字15×16ドット

ユ ー ザ ー メ モ リ 60kバイト＋60kバイト(増設)

フロッピー

ディスク

j要 素売 台 数 2台＋(タト部接続2台)

容 量 両面倍密度IMバイト/台

ミ ニディ スク
接 続 台 数 l台

容 里 9.8Mノヾイト

付加オプション

コ ミ
ュニケーショ

ン l′ZOO/2′400/4.800bps

ア ダ プ タ (特定,公衆,回線交躁)

キ ー ボ ー ド +lS配列,整配列,ブック式キーセット

漢 字 機 構 ディスプレイ,プリンタ用(+lS第一水準含む3′500種)

グラ フ ィ ック機構 72D(横)×520(縦)ドット

内 蔵 モ デ ム l′200/2′400bps

リモートパワーオフ機構 プログラム指令により基本部の電源を切断する｡

拡大文字印字機構 漢字プリンタへの縦横各2倍の拡大印字を制御する｡

入 力 装 置 バーコードリーグ,工Dカードリータ10CRハンドリーグ

英･数･仮名

プリンタ

種 別 独立形 l一体形】ノ+､形 水平インサータ付

印 字 速 度 120/165/230字/秒l70字/秒lほ0字/秒 120字/秒

文 字 フ ォ ン ト 9(横)×7(縦)ドット

漢字プリ ンタ

種 別 独立形 l …体形 水平インサータ付

印 字 速 度 50字/秒 + 30字/秒 35字/秒

文 字 フ ォ ン ト 24(横)×24(縦)ドット

機能付HITAC T-560/20ビデオデーータ

ンステムを開発した(図16)｡この装置

の大きな特長は,従来グ)オンライン端末

として利用できることはもちろん,オフ

ライ ンでワードプロセッサとしても使

肝吋能な一子丁で二役の複合端末であり,

(1)ホスト側から受信したデ【タを端

末側で作成した‾文吉に取り込んで結合

できる｡)

(2)ロ【マ字/仮名洪字変換や,略語入

力により文書を作成して,オンライン

データとしてホスト側に送ることがで

きる｡

(3)史書♂〕フ7イル転送により,ホス

ト側で文書の一括管理,共通利用か可

能となる｡

など,今までのワーーードプロセッサでは

不十う}であったホストコンビュータと

の強固な結合と,軽ナナ性を重視した新し

しゝタイプのワードプロセッサである｡

画像入力付OCRの開発

従来コンピュータでは取り扱えなか

ったi射象情報(岡,印影,メモなどの非

コード化データ)を処理する[酎象情報

システムを開発した｡L申‖象入力什OCR

は本システムのi向像人力装置とLて開

発し(図17),主な特長は文字認識する

と同時に画像情報を読み取れることで

ある｡また,通常のOCRとしても傾用

可能である｡主な仕様を表4に示す｡
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I

図18 HITAC T-530/40Hターミナルシステムの開発

表4 画像入力付OCRの主な仕様

項 目 仕 様

岩冗 取 色 黒/朱色

走 査 線 密 度
9.4本′/mm

(240ドット/ln)

読 取 文 字 数
最大82字′･/行()舌字)

最大49字/′行(手書)

読 取 速 度
約7枚/mln(画像サイズ:

100mnlX120mm〔縦×横〕)

用 紙
サ イ ズ

74Y5Zmm､305×257nlm

(縦×横)

i重 量 55-､123kg

ホ ッパス タ ッ カ容量 約300枚

画像フ ィ
ールドの数

最大20フィールド/帳票

画像フィールドの総面積 最大A4サイズ相当/帳票

デ ー タ 圧 縮
MH(モディファイド

ハフマン)方式

HITAC T-530/40Hクーミナノレ

システムの開発

新生産管理タ【ミナルシステムとL

て,バ【コ【トンステムを可能とした

HITAC T-530/40Hターミナルシステ

ムを開発Lた(図18)｡本システムは,

(1)従来のターンアラウント蝶休(せん

孔カ【卜,マーークカーード′)にノ州えて,

バーコードカードを使用可能とした,

(2)各稚構成の組めるモノユーール構造の

新データステーションを用意Lた,(3)

ターミナルコントローラの機能を允実

した,(4)デーーータ収一艇モーートとLて3柿

頬のモードを用息しており,柔軟なシ

ステム適用が可能,(5)製造二I‾二千㌧培β｢-【J,

倉嘩,資材部門など,それぞれの部門

に‾最適の端末装荷か選択できる,とい

う特長をもっている｡また､チータチ

ェック機能,オンライン指｢‾｢りながらオ

フラインバックアップも可能など,シ

ステムの信相性の向上を図っている｡

金融機関現金取扱自動機シリー

ズの開発

これまで金融機関にATM(現金日動

取ijl装置)を納入し好評を得てきてい

るが､今凶更に広範囲なユーザーグ〕要

60

図20 宝く じ番号自動照合機の

外観

J

図19 日本航空株式会社納め

発券端末装置

表5 金融機関現金取扱自動機シリーズ

項 目
HT-5877 HT-586l-5 HT-5866-7

現金収納支払システム キャッシングターミナル 郵便貯金自動預払機

概 要

現金の1拉納.支払,整理を一 l金種の紙幣ナごけを支払う小 郵便局向けのATMで,各地の

貫するために開発されたもの 形の現金自動支払磯で,主に 郵便局に設置され,郵便貯金

で,主に毒艮行の二資金元方で偵 信販会社の自動貸付機とLて の自動取引にイ重用される｡

用されるっ イ重用される｡

特 徴

川7充通Lている紙幣4金種, =)l金種支払型である｡
川利用者への操作案内は,力

ラーCRTディスプレイ及び

音声により誘導する｡硬貨6金種の収納,支払が (2)小型である｡

可能｡ (3)卓上設置型,自立型どちら (2)l回の取扱い七,最高50万

(2ほ低幣の金種分筆頁計数,表裏,

正損分類.札割など,紙幣

整理業務をすべてこなせる(′

も可能である｡ 円まで処玉里できる｡

(3)カード払,通帳払,残高照

会,カード預入,通帳預入,

通帳記入の6種類の取扱い

が可能である｡

取扱金考量
紙幣:万,五千,千,五百円券 万円券のみ 預入:万,五千,千円券

硬貨:五百,百,五＋,十.五.一円 支払:万.千円券

外形寸法

(mm)

紙幣収納機

幅l′260×奥行750×高さl′070

硬イヒ収納機

幅680×奥行460×高さ915

幅600×奥行640×高さ540 幅720×奥行し000×高さし200

求にこたえるため,表5にホす硯令取

扱日動機を開発した｡

現金収納支払システムは,銀行の資余

元方のような大量の紙幣,硬貨を哲理す

る部貨l叫けに開発されたもので,行員

の通貨整理の炸iLさや,桁神的な貝印

を大小副二軽減させるものてある｡キャ

ッシングターミ十/しは,克之近利用省が

叩えつつある仁言販会社の税金日動号音什

機として開発されたもので,消常老金

融の伸びとともに,ます圭す利梢され

るものと期待される√つ 郵使貯金･【_l寸動作盲

払機は,郵使局グ)全回オンライン化の

一環として各地の郵偵局へ設置される

もので､従来のATMと比較して,小Jて-ま

化され,前面操作メモ-±機と綾南操作刊機

があり,設置条件により選択すること

ができるようにな1ている｡

日本航空株式会社海外支店納め

発券端末装置の開発

【1本航空株式会社の総(ナ旅客オンラ

イ ンシステム(JALCOM口l)絹国際航

空券発券装置とLての発券プリ ンタを

納入した(図19)｡本発券プリンタは,

アメリカ,束南アシアを中心に約10箇

何20郡市の海外支店で,既設端末制御

装置とRS-232Cに準拠したインタフェ

ースで接続され稼動している｡

七な特長は,(1)凹際航空券を約13秒

で発券する高速発券機能を備え,(2)寸

法(一最大A4サイズ)及び厚さ(最大オ

リ ジナル＋7コピー)の異なる帳票類

の取扱いか可能,(3)帳票内に印刷され

るバ【コードデータの読み取りが可能,

(4)安全性を考窟し,米国FCC(Federal

Comrnunications Commission)及びUL

(Underwriters Laboratories)規格を

取得,などである｡本発券プリンタの

導入により,海外支店は,国際航空券

の手書きからの開放,各種集計情報の

印字などが可能となり,好評を得てい

る｡

宝くじ番号自動照合機の開発

貫く じの発行校数は年間10億枚以上

の多きに達L,これに伴う換金作業は

全国数千箇所の発売所で行なわれ,こ



図22 図形入力装

置バックライト形

ディジタイザ

"HDG-3648BL''

i題
卜

榔-■

図21 日本国有鉄道納め

座席予約発券用端末装置

の外観

の月く1合作業に多くの時間を費やしてい

る｡本宝く じ番号自動照合機(図20)は,

利用者へ♂)サービス向._L,売場作業者

の効率アップなどを目指して開発した

もので,二大の特長をもつ｡

(1)抽遥番号をOCRで読み取り,当た

り･外れのプリントをして各スタッカ

へ分類排汁iする｡

(2)抽選番号は装置のフロッピ【ディ

スクに記憶され,公衆回線を介して自

動更新する｡

(3)真偽判別機能を備え,1枚当たり

の処理時間は約1秒と高速化されるの

で,利用者の待ち時間が短縮される｡

日本匡l有鉄i董納め座席予約発券

用インテリジェントターミナル

システムの開発

｢みどりの窓口+で親しまれてし､る日

本国有鉄道の座席予約システム用新イ

ンテリ ジュントタ【ミナルシステムを

開発し,納入を開始した｡

新システムは,(1)本格的に漢字印ノ子:

を採用した乗車券などの発売処玉里をT

CE(端末制御装置)でローカル処理で

きる,(2)中央で一元的に管理されるデ

ータにより,TCEで保有する発券用諸

データをオンラインで自動修正できる,

などの機能をもっている｡このため,オ

フライン形発券装置の高速発券能力と,

システム環境の変化に来秋に対応でき

るオンラインシステムの長所を共に備

えた発券システムとして,最適な分散処

理システムを実現している｡操作制御

励振源

電子カメラ

TV又はVTR

｢

カラー ヽ

ドキュメント

フ一口セッサノ

カラー原画
読取装置

ノズル

l｢

ス電濃

記録信号源

インク循環装置

調 整

イ ン タ

フェーース

L竺

制御電極

ガター

インクタンク

(a)原 理

濃 度
パターン

変換回路

記録ヘッド

記録 紙

記録紙

自動管理装置

インク循環系

紅ヨ
機構駆動部

M

竺二_+
(b)構 成

図23 マイクロドット インクジェット方式フルカラープリンタの

原理と構成

卓には新たにCRT画面入力方式を採用

して,総合発券端末としての入力の多

様性に対処し,印刷発行機には,券裏

面への磁気記録機能と発行券の自動取

消機能を具備している｡

図21に端末装置の外観を示す｡

図形入力簡易形ディジタイザの

シリーズイヒ及びバックライト形

の開発

最近,データ人力装置であるディジ

タイザの需要が急増しているが,この

たび日立精工株式会社では,従来機種

に加え簡易形から大形及びバ､ソクライ

ト形ディジタイザの以下の特長をもつ

新機椎を開発した(図22)｡

(1)HDG-1111からHDG-4460(祇サイ

ズA4～BO相当)までの各挿サイズを

シリーズ化した｡

(2)バックライト形は,ディジタイザ

本体に蛍光灯を内蔵したため,フイル

ムなどの図面が見やすくなり,入力が

非常に簡単である｡

(3)電磁誘導方式を採用しており,鉛筆

などに影響されることはなく,また,コ

ンピュータターミナルとしても高信根

性である｡

二れらにより,多様なユーザーニーー

ズに柔軟に対応が可能である｡

インクジェット方式フノレカラー

プリント技術の開発

岳精細で色彩度に優れ,高級印刷並

みのフルカラー画像を高速で記鎚でき

るインクジェット式フルカラープリン

ト技術を開発した｡

開発技術の特徴は大口径ノズル(従

来の数倍)から微小枇一戸を発生させ,

記録するマイクロドット イ ンクジェ

ット方式の〔図23(a)〕採用により,目詰

まりなく,高精細フルカラー記鈷が可

能である｡また,粒子の作成を自動的に

制御し,高い安定性を確保している｡

(1)主な仕様

項 目 仕 様

記 録 密 度 16～40ドット/mm

記 毒喜 時 間 2～6分/A4

中 間 調 16～64階調

(2)応用例

カラーディスプレイのハードコビ【

装置,カラー複写機,ファクシミリなど

のOA用カラー7しリ ンタ及びカラーテ

レビジョン,電子カメラ用などのビデ

オ信号のカラーコピー装置などへんむ用

できる〔図23(b)〕｡
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区124 東京大学大型計算機センター納め HITAC M-280H/M-200Hシステム構成図

VOS3

ユーザー

プログラム
GFL

DD/
G760-R

T10P2

注:略語説明

GP(グローバルプロセッサ)

+P(ローカルプロセッサ)

DR〕(磁気ドラム計憶装置)

MSS(大容量記憶システム)

SD(ステージングディスク)

DKU(磁気ディスク記憶装置)

CR(カード読取機)

CP)カードせん孔磯)

LP(ラインプリンタ)

MTS(磁気テープ装置)

KVDT(漢字ビデオデータターミナル)

KPR(漢字プリンタ)

GD(グラフィックディスプレイ)

XYP(×-Yプロッタ)

CCP(通信制御処理装置)

TTY(タイプライタ端末装置)

RJE(リモートジョブエントリ)

FEP(フロントエンドプロセッサ)

G-7(氾

(ラスタタイプ)

･情幸艮システム
東京大学大型計算機センター納

めHITAC M-280H/M-200H

システム

本システムは全国7箇所に設帯され

た大学などの研究者の｢学術研究用共

同利用計算機施設+グ)一つで,システム

規模,サービス内容共に国内最高のセ

ンターシステムである｡本システムは

Mシリーズ液上位機椎であるHITAC M-

280H4台とHITAC M-200H4≠iから構

J成され,主な特長としては以【Fが挙げ

られる(図24)｡

(1)CPU系は2CPUから成るTCMP

(Tightly CoupledMulti-Processor:密

結合マルチプロセサ)4組みによるLCMP

(LooselyCoupledMulti-Processor:疎

結合マルチプロセソサ)システムであり,

高速･高性能であるほか連用の一元化,

高信束副生を実現した｡

(2)すべてのCPUに内蔵形アレイプロ

セサを装備し,不斗学技術計算の高速処

理を可能とした｡

(3)TSS,日本語処理などの急増をは

じめ,高度化,複雑化するユーザーこ

【ズに対処するため,同一システム内で

オ【プンバッチ,図形処理,大学間ネ

､ソトワークなど多種多様の処理形態を

サポートする一方,LCMPの採用など

により将来の拡張性をも高めている｡
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川CAD/2D

図面ファイル

lGCF

図形ファイル

X-Yプロッタ

DD/
G760-S

DD/
G710

lGCF/PJT

区125 GRADASソフトウェアの構成

GRADASソフトウェアの開発

対話形図形処理プログラムの作成を

支‡菱する[司形処理基本ソフトウェアと,

CAD/CAM(Computer Aided Design/

Computer Aided Manufacturing)シス

テムの中核となる設計製[司システム

HICAD/2D(HitachiComputer Aided

Design System for2D Geometry)を

開発した(図25)｡

某本ソフトウェアには次の特長があ

る｡(1)ユーザープログラムインタフェ

ースは,G-710で培った技術に基づく

GADTCS/Hイ ンタフェ【スと,図形

処王里の標準案としてラ主臼されている

Core Systemインタフェースを用意し

ている｡(2)ユーザープログラムとの結

合は実行時に必要に応じて行なうので,

ユーザープログラムの開発･保守が谷

G-760

(ストレージタイプ)

G-710

凡例[コ:今回開発したプログラム

注:略語説明など
〉OS3

(〉irt】a卜storageOperati〔gSystem3)
T10P2

(TSSl叩u10リーputProgram2)
DD/G760-R

(DeviceDriver/G760-RasterType)暮

DD/G760-S

(DeviceDriver/G760-StorageType)●
DD/G710

(De〉iceDriver/G710)暮
IGCF

(lnteractiveGraphicsConlroげaoility)暮
GFL

(GraphicsF】nCtionしibrary)●

HICAD/2D

(HitaohiComp】terAidedDesi即SYStem
for2DGeom8try)
lGCF/PLT

(lGCF〕tility/PlotterOutp】tProgram)●

Iニれらをまとめて基本ソフトウエアという｡

易である｡(3)枚数の三端末が動作しても

ホストコンビュ【タ上では1プログラ

ムしか実行しないので,メモリの使用

効率か良い｡(4)G-710で開発された応

用システムを帽正せずに利J弔できる｡

HICAD/2Dは日立製作所が開発し,

社内で使用実績を重ねてきたシステム

をもとに製品化したものであり,ニ大の

特長をもつ｡(1)図形入力時に形状寸法

を変数で定義しておく と,rr法値の変

更だけで新しい図形が自動的に作成さ

れる｡(2)三面図をもとにして,アイソ

メトリ ック図や斜視図を作成できる｡

(3)ユーザーコマンドを組み込んだり,

ユーザ【プログラムで図面ファイルの

入出力を行なうインタフェースを備え

ている｡(4)JIS製図規格に準拠した製

図法を採用している｡



仮名漢字

変換用辞書

DEDIT

仮名漢字変換処理

片仮名,又は

ローマ字入力

T580/201Ⅱ

端末漢字
プリンタ

和文テキスト処理

1翳アド
DRUNOFF

編集･割付処理

--■■

l

清書出力処王里

漢字プリンタ

図26 DEDIT/DRUNOFFの構成

KEISソフトウェアの拡充

一日本語文書編集"DED｢｢/
DRUNOFF”の開発

ホストコンピュータシステム(VOS3)

の対話環j妾下で日本語文書編集を行な

うために,Fl本譜文書エディタDEDIT

(Document Editor)/日本語i古書プログ

ラム(Doculnent Runoff)を開発した(図

26)｡DEDITはT560/20ⅠⅠⅠ揆乍ビデオデ

ーーータシステムを用いて和‾丈テキストの

人力,編集(追加･挿入･削除･移動･

複写･帯換･探索),保存,印刷を行

なうエディタである｡和文の入プJは佃

新撰ごi二変授方式により行なう｡DRUN

OFFはDEDITで作I戊した1文吉フ1フィル

(和文テキスト)の編集･割付け処+埋を

行なし､,i･)ミ7二出力装i貰に捕手芋Hl力する｡

ホスト接絞グ)iシ竺ごi■ニプリンタについては,

拡張伐7ニライタ機能ADWTR(Advanced

Writer)を介Lてスプール(Spool)経

由の粁蕃汁りJができる｡

日本語によるプログラム開発維

持支援システム｢漢字CORAJ+

の開発

放下CORAL(CustomerOriented

Application Program Development

System)は,オンラインデ【タベースシ

ステムでのユーザー業務プログラム開

発と保守の生産効率の飛躍的な向上を

ねらし､として開発された製品である｡

iシき字CORALは既にリリーズ済みの

CORALの後継製品であり,i廿‾F用の

文 書

ファイル

スプール

ADWTR

オ

ン

ラ

イ

ン

シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト

オ

フ

ラ

イ

ン

シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト

ワークシート形式

の定義書/仕様書

T-580/20
端末からの対話

漢字CORAL

漢字に よ る対話イ ン タ フ ェ
ー ス

漢字を使用した保守ドキュメントの作成

漢字フィールドを含む画面定義のサポート

業務プログラム中の漢字定数のサポート ＼

漢字を使用した
仕 様 書 表 示

D8川Cユーザー業務
プ ロ グ ラ ム

注:略語説明

DB(DataBase)

DC(DataCommunication)

CORAL(Cus10merOriented
ApplicationP｢Og｢am

DevelopmenlSystem)

ADM(AdaptableDal∂Manager)
PDMII(Practica川ataMa[ager

rり

CORA+データベース

仕様 書 デ吾 デ ー タ ベ ー

ス

画面定 義 デ ー

タ ベ
ー

ス

データベース定義データベース

図27 漢字CORA+の機能概要

CCP

BCP

DB/DC定義ライブラリ

ADM又は
PDMIl

データベース

V O S3

通信管王里

(BTAM)

H旧ACS-ⅠⅠ

EXPERT

オンライン
プログラム

EXPERT

オンラインサボ¶ト
プ ロ グ ラ ム

ユーザー個別開発
付帯バッチプログラム

HIBA

CS【ⅠⅠ

V O S 3

データ管理

(喜…芸罠M)

データ管理

〔喜萱室員M)
注:略語説明

VOS3(Virtua卜storag8 0perating System3)

CCP(Communication ControIProoessor)

BCP(BasicCont｢oIP｢Og｢?m)
BTAM(Basic TelecommunlCation Access Method)

SVSAM(SpecialVirtualSequent旧IAccess Method)

BDAM(Basic Direct Aocess Method)

BSAM(Basio SequentialAccess Method)

QSAM(Queued SequentialAccess Method)

HIBACS-Il(HitachiBankingApplioation ControISystem-ⅠⅠ)
図28 アプリケーションパッケージ``EXPERT”の位置づけ

人=力機器の普及を背去キとしている｡

また投手CORALは,CORALが片仮

名の日本語による表現を土子iとしてし､

るのに対Lて,汚き字の視覚件の良さを

殺人限に取り込み,供乍佃名まじり文

の【l本譜を土子言とLたシステムである(,

漢字CORALの機能概要は図27に示す

とおりであり,CORALの特長に加え

て二人の特長かある〔つ

(1)i好一i･二仮名まじり文による仕様書表

ホにより,非常に読みやすい似守ドキ

ュメントが得られる｡

(2)仕様詫の修正などの対話処理は状

キニをJ‾りいた視覚件の良い所血を通じて

行なえる｡

(3)iウ三′}:を含むi臼小出♂‾)左義を簡単に行

なえる｡

(4)漢字処理を行なうユーザー業務プ

ログラムの作成を簡単に行なえる｡

(5)CORALを使用Lて開発析みの巨iオ

産をそのまま讃牌純して†射Hできる(つ

金融機関向けアプリケーション

パッケージ"EXPERT叩の開発

高い処理能プJときめ細かい機能を描i

たLた,令融機関向けオンラインアプリケ

Mショ ンシステム′ヾッケ【ジEXPERT

(Experienced Partner for Efficient

Real-TimeI∋ankingSystem)を開発L

た(図28)｡

EXPERTは,頂金,融資,為件,日

計の+占本業務に顧客管理業務を含めた

総合オンラインシステムとしての機能

をもっており,その豊富な機能により,

充実した顧客管声里及び戟田各的な業務活

動を可能にしている｡更に,運用面で

は,大幅な付帯バッチ時間の短縮を実

現し,障害対策面では,ノータウンシ

ステムを目指した信束副生の高いシステ
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V O S3シ ス テ ム

漢字ビデオデータ
ターミナル

漢字ビデオデータ

タuミナル

グラフィック
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X-Yプロッタ

漢字プリンタ

FORTRAN

プログラム実習

茂訂
女書処

固形処理

･仙〕

･(抑

･私書デザイン

応用実習

ll

リ

図29"ADVANCE''の処理‡既要

T

S

S

処

理

生徒情報

教育管理データベース

講義情報
実習コース

情 報

学習記含蔓 受講者情報

+__
実 習 用

データセット

バ

ッ

チ

処

理

1

ノ
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l

＼

l売買管理用端末葺

三ビデオ讃ヲ芸芸
l指示

:プリンタ○問合せ応答
ll

l:_lllllO価格気配

!ltlIll付合せ状況
しこ覧車重装置______

し_______三lリブヱ哩上=､_____________
区130 東京証券取引所市場第二部電子計算機システムの概念図

ムとなっている｡

また,その構造1加でも機能の追加や

変‾更か容易なように工夫されており,

各金融機関は,少ない要員,短い工数

で,自行の求めるシステムを導入する

ことが可能である｡

･情報処理教育支援システム

"ADVANCE”の開発

情報処理の入門教育(特に高校生を

対象としたコンピュータ実習)を支援

するアプリケーションパッケージADV

ANCE(Advanced Computer Education

Support System)を開発した｡本シス

テムでは実習･指導･評価の機能を一

体化するとともに,従来のプログラム教

育を一歩進め,図形処理,文書処理と

いった応用分野の教育が容易に行なえ

るようになっている(図29)｡

主な特長は次のとおりである｡
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(1)教育情報を統合(データベース化)

しているため,管理が谷易である｡

(2)メニュー方∫〔の採用,入門者向け

教育川エテ■ィタの開発,メッセージ類

の日本語化(TSS応答メッセージ,FOR

TRAN･COBOLのコンパイルエラーメ

ッセ【ジ)により操作性が向上してい
る｡

(3)図形処理,文吉処理用ソフトウェ

アにより九b用分野の教育が可能になっ

ている｡

東京証券取引所市場第二部売買

取引システムの開発

東京証券取引所の市場第二部緒柄を

対象とした売買取引システムが,3年

半の開発期間を経て昭和57年3月に全

面稼動した｡本システムは,従来,大

勢の関係者が売買立会場に一堂に会し

て手作業で行なっていた株式の売買取

実習統計

エラー統計
センター稼動統計

その他,各種問合せ

実習コース情報

講義情報

生徒情報

(OCRシート)

(紙テープ)

プログラム･

デ ー タ

(カード)

引業務を近代化した世界初の画期的な

ものである｡二人にその特長を述べる｡

(1)システム化に当たっては手作業によ

る売買仕法などに鰊力準拠し,機耳戒化

後の売買取引業務に大きな変化を与え

ないよう十分配慮Lた｡(2)各椎機昔帥き

害に対し予備機への自動切替方式を随

所に取り入れ,業務停止時間を大幅に∠短

縮した｡(3)売買締結用,売買管理用及

び喜止券会社用の各専用端与末を開発した｡

(4)高性能の専用通イ言管理プログラムを

開発Lた｡図30に本システムの概念図

を7ホす｡

HITAC T-560/20J自ラ台体窓口

端末システムの開発

HITAC T-560/20J自泊体窓口端末シ

ステムは,自治体での窓口用端末とし

て開発したオンラインリアルタイム処

理端末である(図31)｡

本端末は,印鑑登録,印鑑証明書,

住 写しの発行などに必要な日本

喜吾処理,及び印影処理が可能な端末で

あり,主なワークステーションを二大に

示す｡

(1)ビデオデータターミナル

最高8,000錘の漢字と英･数字,仮名

文字を表示できる｡

(2)印影読取装置

印影と文字を同時に読み取ることが

できる｡

(3)ページプリンタ

印鑑登錨証明書の発行ができる｡
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図32"HITOPトA”のシステム構成

日本語住民･情報システム

"HITOPIA”,

"HITOPIA/3”の開発

｢1ffi休(山町村)｢2】=ナに日本語オン

ライン仕上亡情報システムを谷幼に実_呪

するアプリケーションパ･ソーンとして,

HITOPIA(HitachiTotalPeople,sIn

formatiollSystem for Autonomy)と,

HITOPIA/3を開発した(匡132)｡

HITOPIAは,中小自ffT休を,またHI

TOPIA/3は,大胡.絞出i子丁体を対象とL,

白ifi体の規枚に応じた殻適なシステム

か構築できる｡

HITOPIA及びHITOPIA/3では,仕

1＼二進4こ付帳(イ=i三上亡票)の内谷を中心に

仕上亡情報のデータベース化を実現して

おり,住上亡の異動処刊モ,仕上七票の二/j二L

や各椎税証明書の発行などの即時処理

を可能とLている｡

また,HITOPIAでは,個別バッチ業

務プログラムも包含しており,住上寸防

要 求 分 析 機 能 配 分 機 器 構 成
各開発フェーズ

での見直 し

lSCP/S

′
●
一
-
L
r
■
-
●
し

(性能信頼性)
要求 仕 様

シ ス テ ム

構 成 案

､､

/

評 価

●性能評価

●信頼性評価

最適化支援

●改善案の
自動作成

【機器構成

▼機能配分

評価結果

改善案

改良
判断

弓
注:略語説明

ISCP/S(lntegrated TooIs for System Configuration Planning/Synthesis)

図33 計算機システム構成の最適設計支援ツール``工SCP/S”

+【340,M-140H/150H/160H

VOS 卜S一/VOSl

CUTE

川TOP-A

窓口オンライン

プ ロ グ ラ ム

川TOPIA

個別バッチ

業 務

プログラム

住民情報データベース

報のトータル化が実現でき,HITOPIA/

3では,印鑑豊吉読･証明事務の即時処

理の実現も可能である｡

計算機システム構成の最適設計

支援ツール"lSCP/S”

分散化,オフィスオートメーション

化に伴い松権化する計算機システム構

成の去立通設計を,侶三了氾とイ吉相性の如かJ)

計算機対話形で支接するツ【ルISCP/

S(Integrated TooIsfor System Con-

figuration Planning/Synthesis)を開発

した｡)本ツールは,要求仕様とシステ

ム構成案を人力し,(1)件能とイ吉相性を,

各々待ち行列網モデルと故障の確率的

網モデルで評価し,(2)更に,性能と信

根性の目標を満たし般も総柄的な機器

鳩成案(引･算機機種,回線容量,主記

憶最など)と機能割付け案の自動作成

を,組合せ最適化モデルと高速山登り

台 帳

納付書

注:略語説明

TCE(ターミナルコントローラ)

VDT(ビデオデータターミナル)
TB(熟語タブレット)

PR(水平インサータ付漢字プリンタ)

VOSl-S(Virtua卜strage Operating

Systeml-S)

VOSl(Virtua卜strage Operating

Systeml)
CUTE(Customar's Terminal

Eq山pm帥t SUPPOrt PrOgram)
PDM(Praotica=〕ata Ma【ager)

法による解探索で行なう(図33)｡上記

の手法により,処理装置使用時間は数

秒～数分でi済む｡本ツールにより,集

中システム,ロ【カル及び広域の分7牧

システムの最適偶成が容易に導かれる｡

意思決二定支援システム

"EXCEED”の開発

エンドユ【サーが良枝コンピュータ

を会i講形式で利川し,｢壬り題を解ン失する

ための道具として,意思決定よ授シス

テムEXCEED(ExecutiveManagement

Decision Support System)を開発し,

ソフトウェア製品化した｡EXCEEDは,

オフィスのエンドユーザーが,実際の

オフィスワークと同様のイメージで似

えることを目指しており,図34に示す

ように,レコードファイルと呼ぶリ レ

ーショナル形データ/ヾ-スからデー一夕

を表形式(テーブル)で取り出し,作
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APし/GRAPH
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図35"EXCEED”を構成するプログラム
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Ope｢atingSystem3),TSS(TimeSharingSystem)

公衆網

チェーンストア

川F汀/BATCH

H肝1T/JCA

口

白 ＼発注･請求伝票など
の デ ー

タ 交 換
一■■-J■

麺
取引先A

HIF】T/+CA

取引先

他

システ

図36 流通向けデータ交換用ファイル伝送ユーティリティの概念

同,作表はもちろん,ソート,マージ,

fナ計,‾平均,シェア,その他の四則i寅

算などのデータ加工機能を豊富に備え

ている｡また,時系列分析などの高度

な統計解析も簡単なコマンドによって

実行できる｡更に去,グラフ,説明文

などから成る書類を作成し,これらを

キャビネットライブラリと呼ぶ保管場

所に保存したり,検索したり,正式の

書類としてプリ ントしたりすることが

可能である｡

図35に示すように,EXCEEDはHImC
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麺
MシりMズのVOS3/TSSのもとで稼

動する,APLで記述きれたプログラム

である｡EXCEEDの進ヰニコマンドを【白二

接利用するインタフェースのほか,業

務ニーズに応じたユーザーコマンドを

作成し,発錨して利椚することもでき

る｡

某本コマンドの入力方式としては,

問い合せ‾方式(フ､ロンフゝ■ティンデ方式)

のほかに,EXCEEDに慣れたユーザ【

のために,パラメータの一括指定方式

も用意されている｡

作
図
･
作
表

m凶作 作表

筈団匿画

;充通向けデータ交換用ファイノレ

伝送ユーティリティ``HIFIT/+CA”,

``HIFIT/BATCH”の開発

中′ト形OSであるVOSl/VOSl-S/

VOSOでは流通向けテ【タ交換用伝送

ユーティ りティ として,HIFIT/JCA及

びHIFIT/BATCHを開発した｡本巻望品

は,業界標;準通信制御子順によI)テ【タ

伝送を行なっている｡チェーンストアや

その取引先などに噂入すれば,その間

のチータ交換を簡便に′行なえる｡また,

他引ニシステムとの接糸売も‾吋能であり,

Jム範囲なi克過ネットワークの構築がで

きる｡HIFIT/JCAは,データ仁く送処理

を行なうユーティリティである｡一ノブ,

HIFIT/BATCHは,HIFIT/JCAのオプ

ション機能であり,デMタ‾交換の連用

に必要な環喘の設定や,その道輔監不見

を行なうためのバッチユーティリティ

である｡

図36に仁二送ユーティ りティの概念図

を示すし)

制帝p用コンピュータ

制御用計算機HIDIC V90

シリーズイヒ

32ビット大形制御J召計算機HIDIC V

90/50に引き続き,中形機としてソフト

ウェア,入LLけJ装置にう三仝互換性をもつ

HIDIC V90/30(図37,表6)を開発した｡

HIDIC V90シリーズは,(1)4Gバイ

トの論理アドレス空間をサポートす

る仙恕記憶,(2)処至里性を向上する機能

分散マルチブロセソサ構成,(3)シリア

ルループバス人出力方式によるイ憂れた

システム拡張性,(4)リアルタイム用フ

7〉-ムウェア化OS,(5)会話形プログ

ラム開発システムの充実,(6)サービス

プロセッサを中心とした高信相化機能

の向上,などの特長を具備してし､る｡
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図37 中形制御用計算機"HIDICV90/30''

表6 HIDIC V90シリーズの仕様

項 目 HIDICV90/50 HIDK)V98ノ/30

最 大 主 記 憶 8Mノヾイト 4Mノヾイト

最 大 論 理 空 間 4Gノヾイト 4Gノヾイト

キャ ッシュメモリ 32kノヾイト 16k/ヾイト

命 令 数 260 260

演算

時間

加 算 0.167〃S 0.75｡〃S

乗 算 0.835/(S 3.75/JS

浮 動 加 算 0.5 /JS 2.75/JS

入出力転送速度 24M′ヾイト/s Z4Mノヾイト/s

最大付加プロセッサ数 13 7

本シリーズ化により,中･大形制御シ

ステムヘの32ビットマシン対応を可能

とした｡〕

HIDIC V90シリーズネットワー

クシステムの開発

HIDIC V90シリMズネットワーークシ

ステムとして,HIDIC V90計算機と

HIDIC 80/08計第二機とをデーータフリー

ウェイで結合し,端末計算機(HIDIC

80/08)での分散処土軋 端末計算機のプ

ログラム,保守情報をホスト計算機

(HIDIC V90)で集中管理するHIDIC統

合分散構内ネットワ∽クシステムを開

発した｡(図38)｡

(1)DWP(データウェイフ＼ロセソサ)

による機能分散によI),スル【プット

を大中副二rrり上した｡

(2)ネ＼ソトワⅥク内に倣イl三する任意の

ファイル間で,-一括転送が可能｡

(3)オンラインパトロール,ネットワ

ークテスト機能によるRASの向_1二｡

HIDIC V90シリーズマルチコン

ピュータシステム

HIDIC V90シリ【ズマルチコンピュ

ータシステムは､CPU間共有入出ブJ装

置を接続するⅠ/0ループバス,CPU間

共有メモリであるGM(グローバルメ

モリ)により結fナされたコンピュータ

HOST

CPU

V90 H-V90

ヽl一自己診断･相互監視

CPU間コミュニケーション
他CPUのタスク制御

補助記憶装置の二重化

口ISC
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ファイル

転送 J

DISC

H-80

注:略語説明

GM(グローバルメモリ)
SYSCN(システムコンソール)
MAC(マルチアクセス制御装置)
DISC(磁気ディスク記憶装置)

lST

H-08

l/0

TS

山
､

-

80一H

l/0

リモートけ0アクセス

け0(入出力装置)

DFW(データフリーウェイ)
MST(マスタステーション)
lST(インテリジェントステーション)

図38 HIDIC V90マルチネットワークシステム構成図
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図39 シミュレーションプロセッサ｢DDAシステム+構成図

システムであり,業務を複数CPUで分

散処理するロートシェア機能によI)高

処理性を実現した｡‾変に,メモリイ米.穫

の充実,LXバスの故障時バックアッ

プ,システムを構成するCPUの1Tと丁を

TEST系として隔離し,オンライン系/＼

の一書乱をド〟止するデバッグモードの設

定と,オンラインでのシステム保守を

可頂旨とした｡つ

匡138はネットワークを含むマルチコ

ンピュータシステムの構成例である｡

シミュレーションフ戸口セッサ

``H-7395C DDA”の開発

寸犬態が微分方手【一三式で記述されるシス

テムの動特件解析を,オンラインリアル

タイムで実施可能とするシミュレーン

ヨン専用ブロセ､ソサH

イ ンタル微分解析機)

39にシステム構成を,

仕様を示すととい二,

-7395CDDA(デ

を開発した｡図

表7に主要ノ性能

以‾卜に主な特長

について述べる｡

(1)浮動小数ノ∴く演算方式を導入し,煩雑

なスケーリング作業を一切不･安とした｡

ユーザーーの他用効率を飛躍的にIrり_1∴｡

(2)専川LSIの開発,高速パイフライ

ン演算方J〔(8段)の採絹により.高速

かつコンパクトなハ【トウェアを実現

(捌こ梢分1･5′∠苧,油符器fi数1,021子=0

(3)DDA専用コンパイラを開発し,極

めて簡便なプログラミングを可‾能とした｡

表7 DDA主要性能仕様

項 目 内 容

演 算 方 式
専用ファームウェア演算器に32

ビット浮動小数点演算

演算器台数
l′021台(ソフトウェア才旨定によ

り任意台数に分割可能)

演 算 速 度 l.5〃S/演算子

演算器機能

川積分器,加算器,係数器,テ

イジクルサーボ他

基本演算機能8種

(2)論理演算,リミッタ他

拡張演算1幾能16種
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